
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

院として残

っているの

は、大福寺・

高西寺・観

蔵院・東光

寺の４つで

す。大福寺

は文禄 4 年 

(1595)、高西寺は慶長 4 年(1599)に寿

徳寺の和尚により中興開山されたと伝

えられていることから寿徳寺の存在が

江戸以前に遡ることが確認できます。

寿徳寺は元禄 16 年・天保元年・明治 38

年の３度焼失しています。明治 38 年の

火災ではしばらく観音堂に仮住まいを

し、再建できたのは 55 年後の昭和 35

年(1960)のことでした。 

寿徳寺の再建には桜が丘団地の建設

も関係しています。広大な敷地を所有

していた寿徳寺が土地を提供したこと

により、再建のための資金が整いまし

た。なお、末寺の東光寺も多摩ニュー

タウン開発により墓地需要が増え、資

金が好転し、再建することができたと

伝えられています。住宅開発は寺院の

あり方にも影響を与えたことがわかり

ます。 

寿徳寺の歴史からは、多摩川流路の

変遷や住宅開発といった出来事が垣間

見え、地域の変化と寺院のあゆみが密

接な関係を持っていることがわかるの

です。 
参考文献：パルテノン多摩 2012『消えた寺が語る

もの～多摩市の廃寺と寿徳寺の周辺～』 

前回紹介した関戸の熊慶寺の本寺で

ある「寿徳寺」は、今後紹介する複数の

尼寺の本寺でもあります。今回はこの

寿徳寺についてみてみましょう。 

寿徳寺は多摩市内で最も古い曹洞宗

のお寺です。明徳元年(1390)に真言宗

の僧侶・念阿によって設けられた庵が

前身で、天文 10 年(1541)に佐伯氏によ

り再興されたと伝えられます。寿徳寺

の住所「多摩市桜ケ丘」はかつての寺方

村域でもあり、「寺方」という村名も、

寿徳寺の存在から来ているという説が

あります。 

寿徳寺の歴史の古さは、檀家の分布

からも推測できます。檀家には四ツ谷・

中河原・分倍・下川原といった現在の府

中市域の地域が含まれています。これ

は、多摩川が現在よりもはるか北側を

流れていた時代に陸続きだった地域の

住民が檀家となったためと考えられま

す。多摩川の流路は江戸時代初期に南

側に変わるので、檀家の分布は江戸時

代以前の状況を反映していると考えら

れるのです。 

寿徳寺には大福寺・高西寺・観蔵院・

東醫庵・熊慶寺・龍泉寺・東光寺・一放

庵という 8 つの末寺があり、現在も寺 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

約半世紀をかけて創ってきた多摩ニ

ュータウン（以下：多摩ＮＴ）ですが、

今後半世紀以上をかけて再生・活性化

を目指していくべき街でもあります。 

 この「からきだ菖蒲館」利用者の皆さ

んの地域、「落合・鶴牧」は未だ新しい

街ですが、1970 年代初頭に初期入居が

実現した「諏訪・永山」を始めとして、

住宅の老朽化、住民の高齢化が目立ち

始めている地域もあります。こうした

地域では高齢化率が 50％を超えた街

区もあり、住宅施設も、断熱性能の不

足、設備の老朽化などの課題が顕在化

し始めています。多摩ＮＴ全体の道路

や上下水道のインフラは健全ですし、

緑豊かな環境は我ら居住者が誇りうる

美点ですが、こうした課題を克服して

いくことは多摩ＮＴに限らず我が国普

遍の課題と言えます。この意味で、こ

の街が如何に活力ある魅力的な街とし

て再生していけるかを示すことが、我

が国の将来に在るべきモデルを提示す

ることになると想うのです。 

 前稿でも触れましたが、ＵＲ都市機

構の分譲諏訪２丁目団地は、2013 年に

大規模な建て替えを実現しました。5

階建23棟640戸が11階建７棟全1,249 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

戸に生まれ変わりました。ほぼ倍の住

戸数になった訳ですが、新しい住民も

移り住んできて、若い街に再生しまし

た。我が国でも最大級の団地再生プロ

ジェクトです。 

これに加えて、諏訪地区を中心に都

営住宅の更新・建て替えプロジェクト

も進行しています。諏訪都営団地約

1,500 戸が対象になっていますが、

2019 年に旧西永山中校舎跡地に 223

戸、2021 年に旧中諏訪小グランド跡地

に 210 戸の再入居が既に実現していま

す。多摩ＮＴの団地建て替えの特徴と

して、児童生徒数減少の結果廃校にな

った学校跡地に団地建て替えが実現し

ていることが挙げられます。こうして

住民は建て替えに先立って一時移転を

しないで済むという利点があります。 

 こうした大規模な団地建て替えの

他、住民自身の努力による個別住戸の

リノベーションの試みも活発になって

います。多摩ＮＴでこうしたリノベー

ションに貢献している若い建築家の存

在は好ましいものです。  

 住宅更新の動きとは別に、多摩南部

尾根幹線道路の再整備の工事が始ま

り、加えて、リニア新幹線の橋本駅開業

や多摩モノレールの延伸も検討されて

います。 

 この街が、この先半世紀以上をかけ

て更に発展していくことを心より願

い、期待したいと想います。  （了） 

しょうぶかん 
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 寿徳寺について 尼寺の痕跡 ② 番外編 

筆者紹介：橋場万里子(はしば まりこ) 
パルテノン多摩(公益財団法人多摩市文化
振興財団)学芸員。東京都立大学、東京医療
学院大学非常勤講師。 

上野  淳  多摩ニュータウン物語（４） 

筆者紹介：上野 淳(うえの じゅん) 
東京都立大学名誉教授・工博。前学長。専
門は建築計画・地域計画。多摩市在住30年。
著書に‘多摩ニュータウン物語’など。 

再生・活性化に動き始めた多摩ニュータウン 

旧中諏訪小グランドに建設された都営住宅棟 

寿徳寺 

謹 賀 新 年 
 

寿徳寺檀家周辺地図(『消えた寺が語るもの』より) 


